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関数　y ＝ a x２

［　　　］内に語句を記入し、確認しましょう。

●　関数 y ＝ a x２ の［　変化の割合　］は一定ではない。

　たとえば、x の値が－１から０まで、０から１まで、

　１から２まで増加するときの変化の割合はすべて異なる。

●　x の変域に対する y の［　変域　］を求めるときは、

　必ず［　グラフ　］をかいてみる。

３年関数

－４≦ x ≦－２のとき、２≦ y ≦８ ２≦ x ≦４のとき、２≦ y ≦８ －２≦ x ≦４のとき、［ ０ ］≦ y ≦８ 
↑

x の変域に０がふくまれるときは注意！ 


